
中国・インドでリサイクル拡大
環　　境

アジアとともに未来を切り拓く日本企業

７月にシンガポールで行われたアジア最大級の水処理関
連の展示会では日本企業が技術力を世界にアピールした

　
日
本
の
環
境
関
連
産
業
が
ア
ジ
ア
市
場
を
足
が
か
り
に
新
た
な
成
長
路
線
を
模
索
し
始
め
た
。
使
い
終
わ
っ
た
製
品
な
ど
を
集
め
て
再
利
用

す
る
「
静
脈
産
業
」
で
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
で
事
業
化
に
向
け
た
動
き
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

に
向
け
て
事
業
化
調
査
に
乗
り
出
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
水
処
理
関
連
分
野
で
も
日
本
企
業
の
事
業
展
開
が
活
発
化
し
て
お
り
、

東
南
ア
ジ
ア
で
の
展
示
会
に
は
毎
回
多
数
の
日
本
企
業
が
出
展
し
て
い
る
。
長
年
蓄
積
し
た
技
術
力
や
製
品
の
性
能
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ア
ジ
ア

の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
す
る
動
き
が
環
境
分
野
で
一
段
と
広
が
っ
て
き
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
導
入
に
意
欲

明電舎は７月にＰＵＢと実証に関する契約を締結した

工
業
排
水
、
相
次
ぎ
実
証

産
廃
・
上
下
水
処
理
で
攻
勢

イ
ン
ド
で
は
小
型
電
子
機
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
場

拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
日
本
環
境
設
計
提
供

　
人
口
増
加
と
経
済
成
長
。

業
種
を
問
わ
ず
ア
ジ
ア
が
市

場
と
し
て
魅
力
を
高
め
る
背

景
に
は
こ
の
二
つ
の
要
素
が

あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

製
造
業
が
集
積
し
て
い
る
こ

と
や
人
件
費
が
安
い
こ
と
な

ど
が
有
望
な
市
場
の
条
件
と

い
え
る
。

　
経
済
成
長
が
著
し
い
国
・

地
域
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
市
場
の
伸
び
が
期
待

さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
。
近
年

は
静
脈
産
業
の
市
場
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
慢

性
的
な
資
源
不
足
に
加
え
て

資
源
イ
ン
フ
レ
が
続
き
、
海

外
の
廃
棄
物
が
ア
ジ
ア
に
資

源
と
し
て
流
入
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
た
め
だ
。
廃

棄
物
を
有
価
物
に
変
え
る
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
一
段
と
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　
現
時
点
で
、
製
造
業
の
集

積
と
人
件
費
の
安
さ
と
い
う

二
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
市
場
と
し
て
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
が
中

国
。
中
国
政
府
は
、
廃
棄
物

処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し

て
、
海
外
企
業
が
保
有
す
る

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
に

貪
欲
で
、
海
外
企
業
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
応
し
、
日
本
企
業
も
現
地

進
出
に
動
き
だ
し
て
い
る
。

　
大
連
市
で
２
０
１
５
年
ま

で
開
発
が
進
め
ら
れ
る
モ
デ

ル
地
区
へ
の
進
出
で
、
現
地

の
運
営
会
社
と
協
定
を
締
結

し
た
の
は
加
藤
商
事

東
京

都
東
村
山
市

だ
。
園
区
内

で
借
り
る
工
場
の
面
積
に
関

し
て
は
４
０
０
０
―
８
０
０

０
平
方

ま
で
と
、
今
後
の

交
渉
次
第
で
柔
軟
に
設
定
で

き
る
。
加
藤
宣
行
社
長
は

「
国
内
で
は
利
益
を
出
す
の

に
７
年
程
度
を
要
す
る
が
、

海
外
で
は
３
年
が
目
標
」
と

指
摘
。
債
権
回
収
の
リ
ス
ク

低
減
を
図
り
つ
つ
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
重
視
し
な
が
ら
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
る
考
え
。

　
中
国
と
並
ぶ
成
長
市
場
の

イ
ン
ド
に
狙
い
を
定
め
た
の

は
日
本
環
境
設
計

東
京
都

千
代
田
区

。
使
用
済
み
携

帯
電
話
を
回
収
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
事
業
化
調
査
を
進
め

て
い
る
。
「
契
約
回
線
数
で

い
え
ば
日
本
の
約
３
倍
の
市

場
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
価
値

が
あ
る
」

高
尾
正
樹
専

務

と
強
調
す
る
よ
う
に
、

現
時
点
で
は
イ
ン
ド
で
同
様

の
業
態
の
事
業
展
開
が
な
い

こ
と
か
ら
、
需
要
の
開
拓
余

地
は
大
き
い
と
み
ら
れ
て
い

る
。

　
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
関
し
て
も
、

ア
ジ
ア
で
は
高
効
率
の
設
備

な
ど
の
需
要
が
拡
大
し
て
い

る
。
日
本
企
業
も
相
次
ぎ
事

業
化
調
査
に
乗
り
出
し
て
い

る
。

　
東
京
ガ
ス
の
子
会
社
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ア
ド
バ
ン
ス

東

京
都
港
区
、
三
浦
千
太
郎
社

長
、
０
３
・
６
４
０
３
・
０

５
１
１

は
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
天
然
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
構
築
の
事
業
化
調

査
に
取
り
組
む
。
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
経
済
成
長
に
伴
い
省

エ
ネ
に
対
す
る
需
要
が
今
後

も
高
ま
っ
て
い
く
と
み
ら
れ

る
半
面
、
日
本
に
比
べ
る
と

設
備
の
効
率
性
が
低
い
の
が

難
点
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
同
社
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
つ
な
が
る
高
効

率
シ
ス
テ
ム
の
提
案
に
つ
な

げ
て
い
く
。

　
事
業
化
調
査
の
対
象
地
域

と
な
る
の
は
、
同
国
ジ
ョ
ホ

ー
ル
州
の
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開

発
地
域
。
同
地
域
で
は
現

在
、
４
棟
の
建
物
に
電
気
や

熱
を
供
給
し
て
い
る
。
今
後

も
順
次
供
給
先
が
増
え
、
最

終
的
に
は

棟
と
な
る
計

画
。
同
社
は
、
一
定
地
域
内

の
複
数
の
建
物
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
効
率
的
に
供
給
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
同
地
域
に
も
適

用
し
、
現
地
で
の
省
エ
ネ
や

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を
後
押
し

す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
既
存
の
機

器
類
を
最
先
端
の
高
効
率
設

備
に
入
れ
替
え
る
こ
と
や
、

情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
っ
て
複
数
の
建
物
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
地
域
単

位
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
提
案

す
る
。
こ
の
た
め
同
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
パ
タ
ー

ン
を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、

機
器
類
の
最
適
な
組
み
合
わ

せ
や
省
エ
ネ
効
果
な
ど
を
検

証
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
産
業
廃
棄
物

発
電
施
設
の
事
業
化
調
査
に

取
り
組
む
の
は
八
千
代
エ
ン

ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ

東
京
都
新

宿
区
、
下
田
義
文
社
長
、
０

３
・
５
９
０
６
・
０
７
０

０

。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
急
速

な
経
済
発
展
や
工
業
団
地
の

増
加
を
背
景
に
産
業
廃
棄
物

の
発
生
が
増
大
し
て
い
る
。

廃
棄
物
の
減
容
化
に
取
り
組

み
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
現
地
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
発
電
機
能
付
き

の
産
廃
焼
却
施
設
を
提
案
し

て
い
く
。

　
調
査
と
事
業
化
の
対
象
地

域
は
、
工
業
団
地
の
集
積
が

進
む
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ン
ズ
オ

ン
省
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ

東
京
都
千
代
田

区

や
月
島
機
械
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
八
千
代
エ
ン
ジ

が
調
査
全
体
を
取
り
ま
と
め

る
。
特
別
目
的
会
社

Ｓ
Ｐ

Ｃ

の
形
態
や
資
金
調
達
先

を
検
討
。
同
省
で
発
生
す
る

産
廃
を
収
集
す
る
た
め
、
排

出
事
業
者
や
産
廃
処
理
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
に
つ
い
て

も
調
べ
る
。

　
設
備
を
建
設
し
た
場
合
の

初
期
投
資
額
は

億
円
程
度

で
、
運
営
費
は
約

億
円
と

な
る
見
通
し
。
現
地
の
実
情

に
合
っ
た
施
設
を
提
案
し
、

廃
棄
物
処
理
問
題
の
解
決
を

目
指
す
。

　
水
処
理
メ
ー
カ
ー
各
社
が

技
術
力
を
武
器
に
ア
ジ
ア
で

攻
勢
を
か
け
て
い
る
。
日
立

プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

２
０
１
４
年
に
モ
ル
デ
ィ
ブ

の
マ
レ
国
際
空
港

フ
ル
レ

島

に
新
設
す
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
空
調
シ
ス
テ
ム
向

け
に
、
海
洋
深
層
水
を
活
用

し
た
冷
熱
源
供
給
事
業
を
始

め
る
。
空
調
に
活
用
し
た
海

洋
深
層
水
は
既
存
の
海
水
淡

水
化
施
設
に
供
給
し
、
飲
料

水
の
原
水
と
し
て
再
利
用
す

る
。
同
国
で
上
下
水
道
事
業

を
手
が
け
る
Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
な
ど

と
特
別
目
的
会
社

Ｓ
Ｐ

Ｃ

を
設
立
し
、

年
度
中

に
も
プ
ラ
ン
ト
建
設
に
着
手

す
る
。

　
海
洋
深
層
水
多
段
利
用
シ

ス
テ
ム
は
、
海
水
を
く
み
上

げ
る
配
管
や
冷
水
製
造
シ
ス

テ
ム
な
ど
で
構
成
。
実
際
は

海
底
１
４
０
０

付
近
の
海

洋
深
層
水
を
く
み
上
げ
、
こ

の
深
層
水
で
冷
や
し
た
水
を

空
調
用
の
冷
媒
と
し
て
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に
供
給

す
る
。
年
間
を
通
し
て
水
温

が
５
度
Ｃ
前
後
に
保
た
れ
て

い
る
海
洋
深
層
水
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
従
来
の
空
調
シ

ス
テ
ム
と
比
べ
消
費
電
力
を

約

％
削
減
で
き
る
。

　
空
調
シ
ス
テ
ム
で
使
い
水

温
が
上
昇
し
た
海
洋
深
層
水

の
一
部
は
、
Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
が
フ

ル
マ
レ
島
で
運
用
す
る
海
水

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
に
供
給
。

同
島
の
住
民
に
供
給
す
る
飲

料
水
の
原
水
と
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
を
計
画
す
る
。

　
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
は
韓

国
・
坡
州
市
の
大
型
下
水
処

理
施
設
で
、
水
処
理
用
濾
過

膜
が
採
用
さ
れ
た
。
同
施
設

の
下
水
処
理
能
力
は
日
量
９

万
立
方

で
、
膜
モ
ジ
ュ
ー

ル
約
７
０
０
０
本
を
納
入
す

る
。
採
用
さ
れ
た
水
処
理
用

中
空
糸
濾
過
膜
「
マ
イ
ク
ロ

ー
ザ
」
は
、
微
生
物
を
含
ん

だ
汚
泥
や
濾
過
膜
で
排
水
を

処
理
す
る
膜
分
離
活
性
汚
泥

法

Ｍ
Ｂ
Ｒ

の
下
水
処
理

施
設
で
使
わ
れ
る
。
マ
イ
ク

ロ
ー
ザ
は
耐
久
性
が
高
く
、

世
界
で
１
０
０
０
件
以
上
の

受
注
実
績
が
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
市
場
を
見
据
え
た

技
術
開
発
も
活
発
化
し
て
い

る
。
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
下
排

水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
同
社
従
来
製

品
と
比
べ
、
単
位
処
理
水
量

当
た
り
約

％
削
減
で
き
る

中
空
糸
膜
を
開
発
し
た
。
高

い
濾
過
流
量
を
維
持
し
た
ま

ま
、
膜
表
面
の
洗
浄
に
必
要

な
空
気
量
を
低
減
。
空
気
を

送
り
込
む
ブ
ロ
ワ
ー
動
力
を

同

％
削
減
し
た
。
今
後
も

実
証
試
験
を
重
ね
、

年
の

生
産
開
始
を
予
定
す
る
。

　
三
菱
重
工
業
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
公
益
事
業
庁

Ｐ
Ｕ

Ｂ

と
水
処
技
術
の
開
発
で

協
力
す
る
こ
と
で
合
意
し
、

７
月
に
包
括
的
な
覚
書
を
結

ん
だ
。
同
国
ジ
ュ
ロ
ン
工
業

地
区
の
工
業
排
水
処
理
と
水

再
生
利
用
の
実
証
試
験
を
行

い
、
排
水
の
安
定
処
理
や
水

再
利
用
効
率
の
大
幅
な
向
上

を
目
指
す
。

　
明
電
舎
も
Ｐ
Ｕ
Ｂ
と
工
業

排
水
処
理
の
再
利
用
な
ど
で

実
証
試
験
に
関
す
る
契
約
を

７
月
に
締
結
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
素
材
の
水
処
理
膜
を
採
用

し
た
Ｍ
Ｂ
Ｒ
デ
モ
プ
ラ
ン
ト

を
建
設
し
、
高
濃
度
工
業
排

水
の
再
利
用
化
技
術
な
ど
を

確
立
す
る
。

　
東
芝
は
４
月
に
Ｐ
Ｕ
Ｂ
と

覚
書
を
結
ん
だ
ほ
か
、
同
国

に
水
処
理
技
術
の
研
究
・
開

発
拠
点
を
設
置
し
た
。
Ｐ
Ｕ

Ｂ
と
は
排
水
中
の
有
害
物
質

や
希
少
金
属
を
回
収
す
る
粉

末
「
機
能
粉
」
を
使
っ
た
産

業
排
水
の
プ
ロ
セ
ス
技
術
を

開
発
す
る
。

　
中
長
期
的
に
市
場
拡
大
が

続
く
と
み
ら
れ
る
ア
ジ
ア
の

環
境
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
。
た
だ

し
、
熱
い
視
線
を
注
い
で
い

る
の
は
日
本
企
業
だ
け
で
は

な
い
。
韓
国
や
中
国
の
企
業

と
市
場
を
奪
い
合
う
構
図
に

な
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
海
外
企
業
と
の
競
争
を
勝

ち
抜
き
、
成
長
市
場
で
主
導

権
を
握
る
た
め
に
は
、
今
か

ら
布
石
を
打
つ
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
日
本
企
業
が
こ
れ

ま
で
蓄
積
し
て
き
た
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
が
優
位
性
を
持
つ

の
は
間
違
い
な
い
。
こ
う
し

た
強
み
を
前
面
に
打
ち
出
し

つ
つ
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
、
ア
ジ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
拡
大
の
カ
ギ
と
な
り
そ
う

だ
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ９月２８日 金曜日 　　


